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ヤァクービーの『国々』とその価値をめぐって

竹　田 新

は　じ　め　に

　筆者は過去に，Ibn　Khurdadhbih（以下，　IKhrと略記。272・AH／885年以後没）によっ

て著されアラビア語地理書の噛矢と雷われるK．　al－Masσ／ik　wa一’1－Mamdilikと，　al－Muqad－

dasi（以下，　Mqdと略記。391　AH／iOOe年頃没）が著したdスラ～ム圏地誌の最：高傑作

K．A馳san　at－Taqδsim　fi　Ma　‘rifat　al－A　qdlimとについて調べたことがあるD。しかるに，

両作品の間を繋ぐ璽要な役割を果たしたと考えられるヤァクービーal－Ya‘q登bl（292　AH／

905年以後没）の掴々』K．α1－Bulddnについてはこれまでいわばなおざりにしてきた感

がある2）。そこで今回，『歴史』Tαケτ航などの著者としての方が有名な彼のこの地理書につ

いて多少謂べてみた。ヤァクービーの『国々』に焦点を当てた研究書・論文は，管見では極

めて少数で，彼のf歴史2と共に『国々諜を全般的に扱ったa1－Ja‘far三［1980コのほか，

『国々』申のベルベルに関する記述を分析したMargais［1941］，『国々邊の記述方法を考察

したSturm［1994］などが挙がるくらいである3）。本研究ノートでは，ヤァクービーのこの

地理書の内容に触れた後，この書の価値について，まず前後のアラどア語地理書との比較，

次いでいわゆる近現代以前のアラビア語作品中に見られる引用・利用，そして近現代におけ

る研究資料としての利用という，三つの観点から考えてみる。

1

ヤァクービーが276AH／889年か278　AH／891年に書き上げた4）掴々』には現在，607

1）前者は竹田正979，後者は竹田1984，1997。

2）　この『国々』のデータベース化を利用した，建設当初のバグダードの地図を作成する試みに書

　及したことはある［竹田1989］。

3）a玉一Ja‘farl　1980より簡単なものにal－Ash‘ab　1988があり，　Wiet王937やAレFarra　1981も

　『国々』に関する解説が詳しい。なお，aFFarra　1984？（1981の博士論文の利用・慈用）は未見

　である。そのほか，この『国々』にある程度言及した研究書・論文は，（V）で後述するものなど

　多数ある。

4）　ヤァクービー（以下，Ybと略言己）は「Surra　Man　Ra’凌は，建設され居住されて以来，我らが

　この本を書いた時点まで，55黛である」［YbB：268］と書っている。
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AH／1211年の‘Ali　b．　Abi　Muhammad　b．‘Aii　al－K：iRdi　aHnmatiの手になる写本に基づ

いた公刊テキストが5点ある。すなわち，本稿で用いるde　Goejeによる校訂本［1892。以

下，YbBと表記］や，その基になったJuynboll版［1861］，いずれもde　Goeje版の焼き

直しであるNajaf版2種［1939，王952］とBeirut版［i988］である。また，半公刊テキス

トとしては，AレFarraが上記の潤本とExeter大学図書館所蔵の2写本とを突き合わせて

多少の細かな修正を加えたもの［1981］がある。

　いずれの版も不完全なものであるが，この書の記述方法〔若い頃から旅をして，各地の人

への質問で集めた情報のうち信頼の置けるものを書き留めた〕や，記述内容〔諸地方・都市

名，住民名，各地間の距離征服した将軍名とその時期，租税高，平地・山地などの地形，

気候，水について述べた〕に書及する序文［YbB：232　一　33］に続き，本論の前半は第1部

が「この世の中央で大地の繍」al一‘lraq（下メソポタミア）のf中央」Baghdadについて，

そのfada’il（長所）と前史に続き，①al－Mansarおよび②al－Mahdiの命による建設の金

貌いわばkhltat（街の見取り，設計・配置図）〔a1－Madinahと呼ばれる円城内について，

中央の黄金門下・モスクや，4門・諸sikkah（通り）など，次いでal－Madlnahの外の諸

rabad（城外）からなる4部分について，諸qati‘ah（授与地）・darb（sikkahより広い？

通り）・市場・モスク・石橋・水路など〈以上①〉，更にDijlah（ティグリスJED東岸部の

諸qa㌻1‘ahや5道路などく②〉〕を描写する［YbB：233－55］。第2部は田ashi鶏家のカリ

フたちの第2都市」Surra　Man　Ra’a（サーマッラー）について，　al－Mu‘taSimによる建設

までの経緯と建設の全貌〔諸地区の諸qa㌻i‘ahと，7　shari‘（大通り）の諸qa㌻i‘ah・市場・

モスク・宮殿などと水路〕にa1－Wa毛hlq以降の街の変容〔al－Mutawakknによるal－Ja‘far－

iyahの建設など〕やカリフたちの状況を記述する［YbB：255　一　68］。

　本論の後半は，国々をBaghdadから「東方と西方と南の風上（三方）……と北の風上

（北方）」の4部に分け〔YbB：268］，第1部は「東方部分」，実際には東北部について，　Ba－

ghd麗からal－Jabal（i．　e．　al－Jibai，メデ／ア）のas－Sirawanを通って，　a＄一＄aymarah，

耳ulwan，　ad－DiRawar，　QazwinとZa虜an，　Adharbayjan，　Hamadhan，　Nihawand，　a至一

Karaj，　Qummとその属地，1§bahan，　ar－Rayy，　Qamis，　Tabaristan，　Jurlan（グルガーン），

TasとKhwarazm（ホラズム），　NaysabUr（ニーシij・・一プール）とSarakhs，　Marw（メ

ルヴ）　とAmulやHarat（ヘラート），　Bashanj（プーシャング），　Badaghis，　Sijistan，

KirmanとMakraR，　a‡一Talaqanとal－Fariyab，　al－Juzajan　（グズガーン），　BalkhとaF

B2miyanなど，　MarwarUd（Marw　ar－Rttdh）やat－Tirmidhとa＄一＄aghaniyan，　al－K：hu－

tta1と上　TukharistanやFirabr，　Bukhara，　aS一＄ughd，　SamarqandとUsrashanah，　Fargh－

anah，　lshtak：hanj（lshtikhan），　ash－Shash（タシュケント）とlsbishab（Isf三jab）など

へと至る道程およびこれらの地方と都市との概要〔景観・征服事情・住民構成・飲料水源・

産物などの一部〕に，Turkistanの諸種族の状況，カリフ‘Uthman時代以降のSijistanと

Khurasanとの総督史を記述し，以上のうちの主要各所の租税高を付記する　〔YbB：269一
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308〕。第2部は「al－qibli（南）部分」，実際には西南部であり，　Baghdadからal－KUfah，

al－Madinah（メディナ），　Makkah，　al－Yaman（イエメン）の＄an‘a’までの道程と，途中

の諸所の景観・住民構成などにal－Kafahのkhitat，　al－MadInahの諸水資源，　Makkahの

諸山・下路・属地やal－Mahdiによる拡張後の聖モスクの大きさ，　aレYama鷺の諸mikh玉af

（地方，地区）。島。海岸・部族居住地を記述し［YbB：308－20］，第3部は「al－jarbi（北）

部分」であるが，実際には東南部に当たり，Baghdadからal－Mada’in，　Wasi‡，　al－Ba＄rah

までの道程および途中の諸都市の概要〔wasitはkhi㌻atも）である　〔YbB：320・一・23］。本

来の著作には，al－Ba＄rahの続き〔khitat？〕をはじめ，　al－Ubullah，　aレYamamah，　al－

BaりrayR，‘Uman，更にはAhwaz（フーゼスターン），　Faris，おそらくas－Sind（インダス

川下流域）までへの行程および主要都市の概要に関する記述があったと考えられる5）。また，

実際の北部であるArmlniyahなどの記述もその後（この第3部か，次の第4部の冒頭）に

あったと推測される6）。第4部は「西方部分」で，西北部を指すが，堅頭部分が欠落してお

り，ar－Ram（ビザンッ帝国）の滞貸，耳alab（アレッポ）から珪澱＄軍管区の環m§，　Dim－

ashq（ダマスクス）軍管区のDimashq，　al－Urdunn（ヨルダン）軍管区のTabarlyah（ティ

ベリアス），Filastln（パレスティナ）軍管区のar－Ramlah，　Mi＄r（エジプト）のal－Fustat

へ至るまでの道程と，これらash－Sha’m（シリア）の各軍管区のa1－Ghutahほか諸地区と

Hamatほか諸都市との｛主罠構成などに各軍管区の征服事情・租税高，9im＄からBa‘labakk

経由のDimashqへの駅逓路，　ash－Sha’mからFilas頁nを通るMakkahへの道，　al－

FaramaからUswanまでMi§r諸都市の暴観・産物など〔al－F雛s雛はkhi㌻at，　al－lskanda－

riyah（アレクサンドリア）は諸地区など〕，　Wadl　al一‘Al12qiほか諸金鉱やan－NObah（ヌ

どア）・al－Bujahへの道程とaレBujahの習俗，　Mi＄rの征服事情と歴代の租税高，　Mi＄rか

らAy至ahを通ってMakkah・al－Madinahへ至る道，　a至一Fust講からal－Maghrlb（北西ア

フリカ）のBarqah，　Surt，　Waddan，　Zawilah，　Fazzan，　Atrabulus（トリポリ），　al－Qayra－

wan，　al－Andalus（イベリア半島）のQur麺bah（コルドバ）ほか諸都市，　Tahart，　Sililma－

sah，　as－SGs　al－Aq＄aへの道程およびこれらの地方・都市の景観・住民構成や，飲料水源ほ

かの記述となっている〔YbB：323　一　60〕。

5）　この第3部は「BaghdadからaレMada’inとその近辺のDijlah両岸の諸都市と謝ass湧（行政

　区？），Wasiζ，　a1－Ba6rah，　aレUbullah，　al－Yamamah，　al－Babrayn，‘Um2n，　as－Sind，　a1讃ind

　（インド）へ行こうと欲する者は一・・」［YbB：320］で始まっている。後述の（IV）も参照。

6）de　Goele［YbB：320，　1〕は，イラク東部，アラビア東部，インドという南部の後に，アルメニ

　ァなどの記述が来ると言う。
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　こうした内容を含むヤァクービーの『国々』の価値やアラビア語地理＝書におけるこの

『国々』の位置を知るため，この書をその前後の地理書と比較してみる。

　現在知られているアラビア臨地品書で最も古いIKhrの前掲書はヤァクーど一のソースの

一つ，少なくともヤァクービーに影響を与えたのではないかと考えられる7）。ヤァクービー

の書とIK：hrの書との比較は，　K：rachkovskiy［1957：153－54］，　al－ja‘farl　［198◎：242－47］，

Hopkins［1ggo：309　一　H］などにも書及されているが，両書の類似点または共通する特徴

は第1に，a1一‘lraq，　Baghdadを中心に据え，4方位別に街道に沿った記述を行なう点であ

る。イラン系のIKhrの書に見られるこの特徴はササン朝ペルシアの行政地理書の影響を受

けていると考えられる［竹田1979：105］のに対して，ヤァクービーの書の少なくとも4方

位劉記述は，ペルシアの直接的な影響というよりはIKhrの書の影響を受けたか，あるいは

ヤァクービーの旅行者としての発想，すなわち，旅行する順路を辿って記していった結果な

のではなかろうか8）。なお，IKhrと比べると，旅程の記述が簡素であることに加えて，4

方位劉の分け方も多少異なる9）。第2の類似点としては，駅逓業務に携わったIKhrと同様，

ヤァクービーも官吏であったと考えられ，どちらの書も，租税関係などの公文書を利用して，

宮吏向けに書かれた行政地理書である点が挙げられるle）。

　他方，相違点あるいは独自牲としては，以下の5点が挙げられる。第1に，IKhrの書は

いわばデスクワークの所産であるのに対して，ヤァクービーの書は自らの足で旅をして集め

た情報を最：重視した作品である。第2に，IKhrは東はas一＄in（中国）まで扱っているのに

対して，ヤァクービーは自身の旅行した範囲を記述の対象としたため，扱っている地域がほ

ぼイスラーム圏に限定されている。第3に，H（hrはギリシアの兇解も‘aja’ib（奇課）も取

り入れ，まさに異種直濡で，記述も整然としていないと言える。これに対して，ヤァクー

ビーは旅行による自らの観察の重視からも窺えるが，自分で確信したもの，納得したところ

を記述していく。論理的でなく現実に合わないような物事は拒否し，いわば科学的な記述を

7）　Bartho王d［1930（1937）：10（i4）］やKrachkovskiy［1957：15G］はYbがIKhrを利用した

　と書う。

8）　もっとも，K：ramers［1954；150］あるいはMiquel〔1967：288］はYbにバビロニアあるいは

　メソポタミアの影響を指摘する。Baghdadに生まれたYbは東はターヒル朝下のKhurasan

　［YbB：278］から西はルスタム朝下のal－Maghrib［YbB：358］などまでを訪れている。

9）　Adharbayjan｛S　IKhrでは北方に属するが，　Ybでは東部で扱われ，逆e：　al－Ba§rahはIKhr

　では東方，Ybでは北部になる。

10）　YbはA垣mad＜b．　Abi　Ya‘qab＞al－Katibとも呼ばれることがあり［KhB：至，69］［AF：225－

　26，232，etc．］［M；1，326］，書記（katib）を職業としていたと考えられる。　Wiet［1937：xiv］

　はYbの書を政治地理書と呼ぶ。
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心掛け，‘a∫a’lbを入れないのはもちろん，ギリシアの見解も取捨選択するという方針を貫き

通す。第4に，前述したように官吏という同じ読者層を対象としているとは言え，IKhrの

書はその大半が街道の行程と，各地方の地名および租税額の列挙といった単調な記述である。

これに対して，ヤァクービーの書は各地方の地名の後に地誌的記述を加え，国々の全般的な

様相が分かるような作品となっており，後述する　「諸道と諸国jal－masalik　wa一’1－mam－

alikというジャンルの先駆的な作品である11）。最後に，ヤァクービーの独自性というか特異

難は歴史への偏愛が見られることである。これは彼がまずもって歴史家であったことを考え

れば致し方のないことかも知れない。

　では，後世の地理書との関係はいかなるものであろうか。紙幅の都合上，比較はこの「諸

道と諸国」を発展させた，次世紀のa1－Balkhi（以下，　Blkhと略記）学派　　Blkhに始

まりal－1＄takhri，　Ibn　Hawqal，　Mqdと続く　　とだけに止める。この比較に関しては，

Miquel［1967：285　一　92］やaレJa‘fari［1980：248・一・57］による論及があるが，ヤァクー

ビーとBlkh学派の類似点は，霞らの旅行による観察に基づいた記述を璽視すること，イス

ラーム圏に記述を限定すること，総合的な内容の地誌を心掛けることが挙げられる。すなわ

ち，これらが「諸道と諸国」の目指すものと言えよう。また，地方史の主要点への言及を地

域描写に取り入れていることも類似点として挙げられる。

　他方，両者の相違点は第1に，Blkh学派はal一‘lraqとBaghdadではなく，　Diyar（ある

いはJazirat）al一‘Arab（アラビア半島），　Makkahを中心に据え，4方位男q記述ではなく，

地勢や行政に基づく地方を記述の単位にした点である。政治的分裂状態にあった当時のイス

ラーム世界に対する一種の理想的な枠組みを提供する試みともとれる［竹田1997：78］。第

2に，Blkh学派は行政地理書を凌駕する，　Mique玉［1967：269　f£3が「人間地理」と命名

したイスラーム圏地誌を生み出した点である。そして，爾者共に自らの旅行による観察に基

づくとは言え，Miquelのすぐれた論及の言葉を借りれば，ヤァクービーは「旅行記の類と

変わらぬ一本調子の叙述展開」をしており，Mqdのような「記述の核となるテーマを中心

にして秩序正しく並置された一つ一つの要素によって大地を描写していく方法」に至ってお

らず，ヤァクービー一一　ls「マサーリク（「諸道と諸国」のこと）というジャンルが最終的に立

脚することになる，冒険として体験される旅行と地理学的分類に資する旅行との本質的な識

別を行なっていない。マサーリクの著者たちはやァクービー同様にこの旅行を十分に体験し，

またヤァクービー同様にこの旅行を巧みに利用して，彼等自身の情報を得ているあるいはそ

の情報を証拠立てている。しかし，彼らは世界を理路整然と呈示すべき時が来たなら，この

旅行にとって代え，外部から強いられる論理的で首尾一貫した原理を持ってくるのである」

11）　Blac穂re［1957：112］やMiquel〔1967：268，286コはYbを「諸道と諸国」というジャンルの

　パイオニア，Mu’nis［1967：8］はYbを「国々の学」の莫の創曝者とみなしている。
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［以上，291－92］。すなわち，Blkh学派は論理的で極めて体系的な地誌を目指したのである。

最後に，IKhrとの比較でも見られたが，ヤァクービーは他の「諸道と諸国」の著者たちと

比べて，歴史とのつながりが強い。

還

　次に，後世のアラビア語作品に見られるヤァクービーの書からの引用・利用を取り上げる。

これは彼の地理書の具体的な影響であり，この書の価値を明示する好例である。

　ヤァクービーの現在知られている『国々』の範囲内では，Ishaq　b．　al一二usayn（344　AH／

955隼以後没）のK．AhδmαZ一漁が脳室Dlz漉7α♂一計血d読πal－Mashharah　fi　Kull　Mahan

や｛Y6qut（626　AH／1229年没）のK．　M縛α魏al－Bulddn｝，　Aba’1－Fida’（732・AH／133i年

没）のK．丁切ω伽al－Bulddn，　al一理myar疑900　AH／1494年没）のK．　ar・一Rαzv4αレ瓶毎7

fi　Khabar　al－Aqta“rなどのいわば地名辞典をはじめ，　IbR　Shaddad（684・Aff／三285年没）

のK．al－A　‘laq　al－KhaCirah　fi　1）hikr　Umara’ash－Sんα初wa一’1－Jazirahやa1－Maqr至zi（845

AK／1442年没）のK．　al－Mαωδ‘喀wa一’H‘tibδr　fi　Dhikr認菰漉如’wα一’1－A　thδrといった

地歴書，Aba’1－Fida’などを多用するal－Qalqashandi（821　AR／1418年没）のK．　Subh

α1－A　‘shdi　fi　S．　ind‘αt　al－insha’という百科書，更には，　ash－Sharishi（620　AR／1222年没）

のK．Shark　Maqamat　al－Harin－al一βα5彪というマカーマート解説書などに，　aレYa‘qgbi

（別名，Ailmad　b．〈Abi＞Ya‘qUb＜al－Katib＞，　lbn　Abi　Ya‘qab，　Ibn　Wadi阜ほか）からの

引用・利用が多く見られ12），それらはBaghdadをはじめ，　al－Jibalのas－Slrawan，　Khura－

s2nのNaysabgr・Balkh，　al一一‘lraqのal－KOfah・Wasi㌻などを中心に，東は｛Ma　Wara’　an－

Nahrの｝Khujandahから西はaレMaghribまでヤァクービーの記述のほぼ全域に及ぶ13）。

12）　但し，王s願qb．　al｛usaynはYbからの引用とは明書していない。その他，　a1－Kha㌻lb　al－

　Baghdadl（463／1070庫没）のK．翫擁肋βαgh磁d，　al－Qazwini（682／1283年没）のK．　Athar

　al－Bildd　wa「Ahhbarα♂一％δd，　ad－Dimashqi（727／1327年没）　のK　Nukhbαt　ad－Dahr　fi

　‘Aブa　’ib　al「Barr　wa一’1－BailrにもYbからの引用があり，更には，　al－Bakri（487／1094年没）の

　K．al－Masalile　wa－Z－MamdilileとK．撒‘ブα魏Mdi　Ista？αm　min　Asmd’α1－Bildid　wa一　’1－Mawδdi　‘

　もYbのこの書を利用した’職能性があるσ

13）al一‘lraqとash－ShamやMi＄rとの比較［AF：225－26　YbB：236］・Mi§rとの比較［Ql：頂，

　282　YbB：236］，　Baghdad　［lbif：33－34　YbB：241］　［KhB：　1，66，　67，　69　YbB：238，　254］　［D：

　186　YbB：250］　［g：lle－12　YbB：233－35　237－38　238－39　245　246　250－51　254］，　Surra　Man

　Ra’a　［lb￥：36－37　YbB：255－56，　58－59，　63－65］，　as－Sirawan　［AF：415　YbB：269］　［Ql：IV，

　367　YbB：269］　Shlrawan　［｝i｛：35i　YbB：269］，　as一＄ayrnarah　［AF：413　YbB：269］　［Ql：W，

　368　YbB：269］，　Llulwan　［lb｝f［：68　YbB：270］，　Qazwin　［AF：419　YbB：271］，　Hamadhan

　［lb耳：65　YbB：272］，　Nihawand〔lbH：65　YbB：272］，　Qumm－Hamadhan［AF：417　YbB＝

　273］，　16bahan　［lb｝1｛：　66　YbB：　274－75］，　ar－Rayy　［lb￥：　67　YbB：　275－76］，Qamis［AF：　432

　YbB：　276］　［Ql：　IV，　388　YbB：　276］，　Amul　［AF：　435　YbB：　276］　［Ql：　IV，　385　YbB：　276］，　／



ヤァクービーの『国々』とその価値をめぐって 51

　また，本来の書にはあったのでないかと考えられる部分に関しては，すでにde　Goejeに

よるフラグメント［YbB：361－73］がある。しかし，そこで扱われていない作品にもやァ

クービーの引用が見られ，かっde　Goejeが集めたものの一部は掴々』とは劉作品ではな

いかと思われるので，改めて，後世の書に記されたヤァクービーの四々』からの引用・利

用と考えられる部分を少し検討してみる。

　まず，Ibn　Shaddadの前掲書には，　Ibn　Abi　Ya‘qEbのKitdb　al－Bulddinと明記した引用

が，Na癖yat　al一‘Amq　　輩a玉abあるいはQiRnasrlnの属地　　　［ISha（A）：1，306］

と，K：aysUm　　　al一‘Awa＄im（シリア最：北部）の一部　　　［ISha（A）：H，442］に見ら

れるのをはじめ，前記の現苛々』からの引用の際と同じ表現（①Ibn　Abi　Ya‘qikb，ある

いは②夏bn　Wadibが謡った）による引用が，　Balis　　aレFurat（ユーフラテス川）岸の

a＄h－Shamの都市　　　［ISha（A）：豆，14］，　al－Ma§§i＄ah［ISha（A）：∬，144－45］，　Adh－

aRah　［ISha（A）1狂，151］，‘Ayn　Zarbah　　　ath－ThughOr　ash－Shamiyah（シリア北

辺境部）の都市　　　［ISha（A）：9，156］，　al－Har甑iyah　　ath－Thughitr　ash－Shaml－

yahの都市　　　［ISha（A）：E，158］，　MalatiyahこISha（A）：fi，184　一　85］，　An‡akiyah

〔ISha（A）：H，371］，　Ra‘banとDu1Uk　　共にal一‘AwaSimの地区　　　［ISha（A）：

丑，435］，Manbij［ISha（A）：H，447－48］〈以上①〉，　e9　2　QinnasrinのHiyar　Bani　al一

Xtsi　Tabaristan　［lbEl：　69　YbB；　277］，　3urjan　［lb｝lf：　70　YbB：　277］，　Tas　［lblf［：　73　YbB：　277］

　［AF：443　YbB：277］，　Naysabar　［lbH：72　YbB：278］　［AF：451　YbB：278－79］　［Ql：IV，390

　YbB：278－79］，　Marw　［lbH：74－75　YbB：279］，　at－Taliqan　［AF：421　YbB：287］　［Ql：IV，

　371　YbB：287］，　Balkh　｛［Sh：IV，　4　YbB：287－88］｝　［AF：461　YbB：287－88］，　Usrashanah

　［AF：497　YbB：293－94］　［Ql：IV，　433　YbB：293－94］，　Kashan　（Kasan）　［AF：5el　YbB：

　294］，　ash－Shash　［AF：495　YbB：294］，　Khujandah　［AF：499　YbB：294］　［Ql：IV，437　YbB：

　294］，　ai－Klifah　［lbH：38　YbB：309］　［Sh：1，93　YbB：309］，　Makkah　［lb￥：27　YbB：315］，

　Wasit　［Sh：　st，91　YbB：322］　［AF：307　YbB：322］　［Ql：IV，　335　YbB：322］，　Hims　［Sh：IV，

　180　YbB：324］，　Salamiyah　［AF：265　￥bB：324］　［Ql：IV，114　YbB：324］，　Dirnashq　［Sh：R，

　3　YbB：325］，　Jaba！　Sinir　［ISha　（B）：38　YbB：326］，　Jabal　al－Jalil　［ISha　（B）：37　YbB：

　327］，　＄ayda　［ISha　（B）：37　YbB：327］，　Jund　al－Urdunn　［ISha　（B）：123　YbB：327］，　Tab－

　ariyah障：385　YbB：327］，　al－Farama［M：1，211　YbB；330］，　aレFus㌻a㌻［H：441　YbB：

　330ユ，a1－FayyOm［M：1，247　YbB：331］，　aレUs睡n糠ayn（YbではAsyag）［M：1，239

　YbB：331］，　Kharibat　al－Malik　［Yt：　E，417　YbB：333］　［Qz：125　YbB：333］，　Tinnls　［Sh：

　W，　85　YbB：337］，　Dimyae　［Sh：　1，　78　YbB：338］，　ai－Qulzum　［M：　1，213　YbB：340］，　ai－

　MaghribのQamGdahとSubaytilah［H：3G2　YbB：349］，その他，利用としては，　Baghdad

　［BMa：　1，434－35，　436　YbB：237－38，　254］，　al－Kafah　［BMa：　1，428　if：106　YbB：309］，　al一

　磁rah〔BMu：1，18　cf．　YbB：309コ，　al－Ba§rah　［lb翠：39　YbB：323］，　Dimashq　［lb琴：57　YbB：

　325］，Dimashq軍管区［ISha（B）：41　YbB；326i，‘Asqalan［lb耳：61　YbB；329］や，　Aレ

　Farra［1981：41］によれば，　MiSrからの巡礼道上のLAjradやAylah［Yt：1，422　一　23　YbB：

　340］，al－MaghribのTahart〔Yt：1，814　cf．　YbB：353］も考えられる。また，　Al－Wohaibi

　£1973：417］に従えば，北ヒジャーズ巡礼道の記述がal－Muhallabi（380／99G庫没）の半ば不明

　の地理書（K．al－Masdlik　wα一’1－Mamalik）に利用されたらしい。
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Qa‘qa‘［ISha（A）：H，38，41］，　Qinnasrinすなわち第1Qinnasr諭〔ISha（A）：ff，41］，

MartabwanとMa‘arrat　Ma＄rin一丁にQiRnasrin軍管区の地区　　　［王Sha（A）：H，

52］〈以上②〉に見られる。これらの殆どは，Ibn　Shaddadのこの作品に大きく基づく　lbn

ash－Shl加ah（890　AH／1485年所）の歴史書κ。　Nughat　an一くVawagir　fi　Rαw4　al－Managir

（？）にも見られる14）。

　そして，ash－Sharishi，　AbU’i－Flda’，　aレ琢myariの各前掲書にも，上述のゼ国々』の際

と同じ表現（③a1－Ya‘qabi，④Abmad　al－K：atib，⑤Ahmad　b．　Abi　Ya‘qBbが言った）の

引用が，Na§lbln［Sh：ff，140］やMalaζiyah［Sh：皿，21i］〈以上③〉，　KUrat　a1－giyar

（；理yar　Bani　al－Qa‘qa‘）［AF：232］とAdhanah［AF：249］とMa＄§i＄ah［AF：251］

とBab　SkandarUnah一一　ARtakiyahの近くの海岸都市一［AF：255］〈以上④〉，　Arm－

iRiyah［AF：387］〈⑤〉，　al一￥adlthah　　al－MawSi玉（モスル）の1地区の都市一

腺ほ89－90］やその周辺の‘AnatとAlasahとan－Nawitsah［E：4e5］〈以上③〉に見ら

れる。更には，de　Goeje［YbB：361－62，363　一　64］も挙げる，　TiflisほかArmlniyah［Sh：

k，172］とShiraz［Sh：皿，198］も，ヤァクービーの名は明記していないが，おそらく彼

の『寒々』からの引用と考えられる。

　その他，al－Qalqashaa磁の前掲書には，　Aりmad　b．　Ya‘qab　al－Katibがal－Masdilifeωα一

’1－Mamdlileの中で言ったとする一　Ab9　’1－Fida’に拠ったと考えられる15）一，　Adanah

の記述［Ql：W，134］が挙がっており，ヤァクービーのal－Masalik　wα一’1－Mamdlihが瀬

々』の別名とするならば，al－ldrisi（560　AH／1165年没）の地理書K．　Nuzhat　al－Mushtdiq

fi　lfehtirdq　al－4fdq中の，　Kitδb　al－Masalik＜wa一’1－Mamδlik＞の著：ig　Abmad　b．〈Abi＞

Ya‘qgbが語ったあるいは伝えたとする，　aレBa§rahのモスクの記述　［ld：383］，　Nahr

Tira　一　Madlnat　al－Ahwazから1H行程一の記述［王d：399］も，ヤァクービーの本

来の『国々』の記述である可能姓が高い16）。

14）　Kayshm　［IShi：221］，　Balis　［IShi：160］，　al－Massi＄ah　［IShi：177］，　‘Ayn　Zarbah　［IShi：

　182］，Mala㌻iyah［IShi：193］，　Ra‘banとDulGk［1Shi：219］，　Manbij〔IShi：222］＜以上，

　王bn〈Abl＞Ya‘qab＞，第2　QiRnasrln　［IShi：164］，　MartahwanとMa‘arrat　Mi§rin　［IShi：

　166］〈以上，Ibn　wadib〉。

15）　Aba’1－Fida’はYbの『国々』からの引胴£AF：226　YbB：236］の際に，「al－Masa玉ikとal－

　Mamalikに関するA駆mad　b．　Abi　Ya‘qab　al－Katibの書に拠る」と詑している。

16）　このai－Ba§rahの詑述はIbn　al－Wardi（86王／1457黛没）のK。齢鷹dα∫al一　‘Aブdi　’ib　wa－

　Fα麗α♂αZ－0勿短乃にもA奪mad　b．　Ya‘qitbが語ったとして同様なものが挙がっている　［IW：

　57］。また，de　Goejeのフラグメント£YbB：361］には，　aFW講w麟（718／1318妬没）のK．

　Mabdihij　al－Fifer　wa－Mandihij　al－7bar　epの，　Ibn　Abi　Ya‘qabが述べたとする，　Nahr　a1－

　Ahwazの記述（cod．　Robertson　Smith　f．　94　v．）が挙がっている。その他，　lbn　al－Faqih（29G／

　903年以後没）のK．al「Bulddnは，　Abmad　b．　Wa¢恥al－1＄bahaniが語ったとしてArmlniyah

　の記述£IF：586］を挙げ，　Yaqatの前口書もIbn　al－Faqihを零してだが，　Ibn　wadib　al一ノ
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　このように，おそらくはaレBasrah以下，　Ahwaz〔Nahr　Tira），　Faris〔Shiraz］など

の東南部や，al－Jazlrah（上メソポタミア）〔al－Hadithahほか）から，　ash－Sha’mのal一

‘Awa§im・ath－Thughar〔a王一Ma§§1＄ah，　Adhanah，　Ma｝atiyahほか｝，　Arminiyah〔Tiflls

ほか〕といった西北部の記述に及んでおり，少なくともこれらは，本来の『国々』の本論後

半の第3・4部に含まれていたと考えてもよいのではなかろうか。

　最後に，西欧的用法のいわゆる近現代におけるこの書の利用に雷及する。

　まず，翻訳としては，Wiet［1937］によるフランス語全訳や，　Ayati［1964］によるペル

シア語全訳のほか，de　Goeje　［1860］によるマグリブ部分のラテン語訳，　Gildemeister

［1881］によるパレスティナ部分のドイツ語訳，Youssouf　Kamal［1930】1こよる全アフリ

カ部分のフランス語訳，K：ubbel＆Matveev［1960］による非アラブのアフリカ部分（エ

ジプトとマグリブとの回外縁部）のロシア語訳，llopkins［1981］によるマグリブの外縁部

分の英語訳などがある。

　次に，この地理書の内容全体に書及しているのは，前述のWiet［1937］，　Krachkovskiy

［1957］，　Miquel　［19671，　al－ja‘fari　［198e］，　Al－Farra　［1981］，　Hopkins　［1990］，　Sturm

［1994］のほか，主なものだけでも，Devic［1882］，　Goldziher［1908（1966）］，　Blachさre

［1932　（1957）］，　Nafis　Ahmad　［1947］，　Peilat　［1952］，　Ziyadah　［1962］，　Alavi　［1965］，

攣amidah［1969］，　Khu＄bak［1986］，　Maqbul　Ahmad［1995］など，概してアラビア語

地理文学を扱った研究が多い。この書の価値をあまり認めなかったDevicを除いては，い

ずれもこの書にほぼ高い評価を下している。

　そして，歴史地理などの主に吏料としての利用に目を向けると，ヤァクービーによるBa－

ghdadのkhi㌻atはしe　Strange［1900］とStreck［1900］以来，　Herzfeld［1920］，∫awad

＆Sgsah　［1958］，　al一‘Amld　［1967］，　ai一‘Ali　［1967，1985］・El－Ali　［1970］，　LassRer　［i970

b，1980］ほかや，ヤァクービーとほぼ同時代のal－Kha㌻ib　al－Baghdadiを扱ったSaimoR

［1904］　やLassner［1970a］　などにもよく利用されている。同様に，　Surra　Man　Ra’a

（Samarra’）のkhitatに関する記述もStreck［1901］，　Schwarz［1909］，　Herzfeld［1948］，

＼　ISbahaniが語ったとする同じ記述［Yt：1，222］を挙げている。このA暴mad　b。　Wadih　al－

　ISbahanlはde　Goejeなどが考えるようにYbと同一人物である可能牲が高い。最後に，　de　Goeje

　のフラグメント［YbB：364－70］に挙がっているM晦a照mad　b．　Abmad　at－Tamlrni（38G／990

　年頃没）のK．ノdyb　al一‘Arns　wa－Rayhdn　an－Nufusならびにそれを引記したan－Nuwayri（732／

　1332年没）のK．Nihdiyαtα1－A　rαb　fi　Funan　al－Adabに見られる：・Abmad　b．　Abi　Ya‘qUbが

　言ったとする購香・竜門香・沈香・甘松香・丁子ほか香料に回する記述は，『国々』の内容ではな

　い買∫能性が高い。



54 竹　田 新

Rogers　［197e］，　al一‘Amid　［1974，1976］，　al－A‘4aml　［19821，　‘Abd　al－Baqi　［1989］，　North－

edge［1993］，　Lassner［2000］ほかにしばしば用いられている。加えて，　al－Kgfahのkhi

瞬の記述もMasslgnon［i935］，　a1一‘Ali［1965，1974］，　a1一∫aRabi［1967］，　Dlait［1986］

などに利用されている17）。

　また，イラク以東全域の記述はLe　Strange　［1905］，イランだけの記述はMarquart［1901］，

申央アジアの記述はBarthold［1928］，スィースターンとホラーサーンとの総督史などの記

述はBoswortk［ig68］，といったよく知られた研究書に利用されている。他方，シリア・

パレスティナの記述はLe　StraRge［1890］，‘Atw8B［1987］，‘Ar癒f［1992］ほか，アラビア

半島の記述はMusil［1926，1928］，　K鱒瞬ah［1944］，　Al－Wohaibi［1973］など，エジプ

トの記述はReitemeyer［1903］，　Maspero＆Wiet［1914－191，　ash－Shami［1973］ほか

に利用されている。更には，エジプトとマグリブとの両外縁：部の記述はMarquart［1913］，

エジプトの外縁部の記述はMekouria［1988］，マグリブの外縁部の記述はLewickl£1962，

1988］，Levtzion［1968］，そしてマグリブの記述は，　MarGais［1941，1946］をはじめ，　Lew－

icki［1957］，　Laroui　k970］ほかに利用されてきた。

　その他，古くはar－RUs（実はノルマン人）のIshbiliyah（セビリア）侵攻の記述［YbB：

354］がFr独n［1838］やGarkavi［1870］などに，また，全体にわたっては，　Mez

［1922］，Mique1［1975　一　88〕，　Shaban［1976］などのすぐれた研究にも利用されている。

お　わ　り　に

　ヤァクービーを引用・利用した文献はほかにも多数あるが，以上だけでも彼の『國々』が

いかなる価値を持っているのかは十分に察することができよう◎この書はイスラーム帝国の

両首都のkhitatの描写および帯国各地とその道程との記述からなるが，　IKhrの行政地理書

を継承すると共に，本格的な地誌のはじまりとして，「諸道と諸蟹」の先鞭をつけた作品で

ある。そして，そのBaghdadをはじめとする記述が少なくとも西暦15世紀まで地名辞典

を中心にアラビア語文献作晶に引用・利用され続けた。

　また，ヤァクービーの濡々』は返現代における研究者たちにとっても多くの場合，第一一

次資料として重宝されてきた。この地理書に焦点を当てた研究自体は少ないが，アラビア語

地理文学を扱った研究ではこの三々』が必ず言及される。そして，この書に晃られる貴重

な記述，特にal－MaR§9r・aレMahdi時代のBaghdadやaレM登‘ta＄im時代ほかのSurra

Man　Ra’a，ファーティマ朝勃興前夜のal－Maghribとその外縁：部に関する記述などを利用し

17）そのほか，al－Mada’inの記述がFiey　1967やal一’A圭1　1967，　Wasi㌻の記述がal一‘All　1970・1971

　に利用されている。
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た研究は多数にのぼる。

　9世紀後半までの東はIsbilabから西はas－S6s　al－Aq＄aに及ぶ各地の様々な情報を愈む

ヤァクービーの『国々藤は，ほぼ利用し尽くされた感がするかも知れない。しかしながら，

都市の住民構成飲料水源，物産などは，まだ十分に活用されているとは言い難い。とりわ

け，住民構成に毒する記述には，諸民族の共存状況一刊列えば，a1－Jibal地方のa§一Saym－

arahや恥lwanの住民はアラブ人とペルシア人とクルド人［共にYbB：270】，　aレMaghr呈b

地方のTubnahの住民はアラブ人とペルシア人とアフリカ人（ラテン系）と東ローマ人

（ギリシア人）とベルベル人［YbB：35e］　　や，80以上の名が挙がるアラブ諸部族・氏

族の居住地の分布　　例えば，南アラブ系のaレAzd族は東はMarw［YbB：279］，西は

Barqah［YbB：343］，北アラブ系のQays‘Aylan族は菓はISbahan［YbB：275］，西はal

－Andalusのal－Birah［YbB：354］まで　　など，今後まだ利用すべき部分がかなり見受

けられる18）。

　更に，Ibn　Shaddad，　Ab9’レFida’ほかを活用して，シリア北部などの欠落部分を復原す

る作業も今後の課題として残っている。

〔脱稿後，ヤァクービーの『国々灘に新たな版が出た（ed．　Mubammad　Amin　ad－

panRawl．　Bayrgt，2002，224　pp．）が，これもde　Goeje版の焼き直しである。〕
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